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■日本国内において、線量管理の重要性が高まり
つつある。2015 年には J-RIME より Japan DRLs 
2015 が発表され、2018 年度には診療報酬の改定、
2020 年 4 月からは医療法施行規則の改正により
医療被ばくの線量管理および線量記録が義務化と
なる。本稿ではバイエル薬品が販売する線量管理
システム、Radimetrics の製品特長について述べ
たいと思う。

1．Radimetrics の特長
　Radimetrics はマルチモダリティに対応した
Web 参照型の線量管理システムである。RDSR
や Dose sheet、DICOM image などから検査情報
および線量情報を自動取得し、検査ごとの照射線
量や被験者の被ばく線量を管理、記録および統計
的に分析することができる。
1-1 CT における線量管理機能
　モンテカルロシミュレーションの実装により、
CT 検査時の被験者の臓器吸収線量および実効線
量を算出することができる。各種撮影条件を変更
した場合に増減する線量をシミュレートすること
で、プロトコルの最適化をサポートする。SSDE
算出機能も有しており、CT の Axial 画像や位置
決め画像から被検者の体型情報を解析し自動算出
する（AAPM TG204、TG220 参照）。その際に
得られた被験者の実効直径情報を、統計分析時の
体型指標とすることもできる。
1-2 血管撮影おける線量管理機能
　線量レポート画像から検査時の撮影線量や総線
量、総透視時間などの線量情報を取得する。

RDSR には線量レポート画像にて出力される情報
の他に、透視イベントごとの線量情報や各イベン
ト時の幾何学的位置情報がレポーティングされて
いる場合がある。この場合には、各撮影や透視に
おける線量（面積線量もしくは基準点線量）を時
系列で表示する機能や、入射皮膚線量マップを作
製することが可能である。
1-3 その他の管理機能
　核医学検査においては、核種投与条件を取得す
ることで、検査情報、核種情報、実投与量、さら
には実効線量（ICRP pub. 128 参照）を算出し、
それらを一元的に管理することができる。また、
PET/CT や SPECT/CT 検査に対しては、CT 撮
影時の実効線量（ICRP pub. 103 参照）と併せた
管理も可能とする。当社の CT インジェクタであ
る Stellant with Certegra Workstation とのコラ
ボレーションにより造影情報の管理も可能とな
る。線量管理機能を掛け合わせることで、造影検
査の精度管理および造影条件の最適化にも役立
つ。

■ Radimetrics は診断参考レベルの活用と各種ガ
イドライン順守への一助となり、放射線医療分野
の発展のために価値が高い情報を提供し続けるこ
とを目指している。
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